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役

集

市洲

編

文

大

引
越
さ
れ
た
と
き
は

必

ず。
住
民
登
録
と

O
国

民

年

金

の

手
続
き
を

第 125号

5月末fP.の人口

、口
回ヨ

、I
J

d
守

a-
r
k
 

40.985 
刀 19.619
女 21.366

世帯数 10.069 
(以上は住民登録による)

面積 240.93平方
キロメートル

ノ

復
旧
工
事
費
六
十
万
円
.
父
橋
災
害

j

山
大
東
部
洛
に
た
ど
り
つ
き
ま
す
。
鎮
メ
ー
ト
ル
、
②
目
通
り
周
回
二
f
'
l

復
旧
事
業
費
一
千
八
百
五
十
万
円
、
山
守
天
満
宮
は
こ
の
部
溶
の
東
部
に
あ
っ
ト
ル
、
③
岡
田
・
二
一
一
一
メ
ー
ト
ル
、
④

関
連
事
務
費
百
三
十
八
万
三
千
円
と
時
デ
叫
内
て
、
社
叢
は
昼
な
お
暗
く
ノ
十
三
本
の
同
四
・
一
五
メ
ー
ト
ル
、
⑤
同
一
ニ
・
八

単

独

災

害

復

旧

事

業

費

百

五

百

、

器

対

時

大

き

な

タ

ブ

ノ

キ

が

群

生

し

て

い

ま

す

0
メ
ー
ト
ル
⑥
国
一
了
七
八
メ
ー
ト
ル

!
な

Eな
っ
て
い
手
。
問
問
眠
中
キ
硝
宮
髄
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
タ
ブ
ノ
キ
が
生
い
な
ど
い
ず
れ
も
目
通
り
周
二
メ
ー
ト
ル

建
設
委
員
会
を

4rm
然

ノ

配

日

」

2

-

訓
掛
天
ブ
は
満
開
十
三
本
が
群
生

撞

く

や

い

制

定

タ

判

明

一

懸
案
の
児
童
館
、
菅
田
保
育
所
、
田

U
J
晶

の

東

天

日

抱

合

討

の

奇

品

、

も

処

告

プ

l

ル

量

設

に

あ

た

っ

て

拠

市

山

地

者

胴

長

l
i
d
-口

均
時
M
M
M
Y観
凱
?
品
位
村
民

ω
一
お
例
州
騨
陥
商
(
茂
っ
て
い
る
こ
と
は
珍
ら
し
く
、
警
以
上
の
も
の
で
、
中
に
は
タ
ブ
ノ
キ
の

吋九
d
v・
年
前
に
は
こ
の
地
方
全
面
に
タ
ブ
ノ
キ
抱
合
樹
の
奇
品
も
あ
り
ま
す
。

条

例

を

定

め

ま

し

た

。

ょ

や

し

f

ま
た
、
八
月
に
開
業
す
る
由
民
宿
香
よ
申
込
が
多
か
っ
た
こ
と
を
追
想
す
る
好
資
料
タ
ブ
ノ
キ
の
市
指
定
木
は
既
に
紹
介

と
温
泉
事
業
の
開
始
に
と
も
な
い
、
運
一
国
鉄
五
郎
駅
を
下
車
し
て
車
山
(
で
す
。
こ
の
蓄
の
タ
ブ
ノ
キ
の
っ
ち
し
た
「
北
裏
の
タ
ブ
ノ
キ
」
「
沼
田
の

警
適
正
に
行
な
っ
た
め
審
議
会
義
一
旧
一
一
一
葬
)
へ
の
霊
童
を
上
る
と
大
き
な
も
の
ヰ
あ
げ
れ
ば
、
①
自
通
り
タ
ブ
ノ
キ
林
」
皇
大
木
が
あ
り
ま
す
、

加
九
十
一
万
三
千
円
、
健
康
都
市
推
一
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

一
標
高
約
一
一
一
百
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
、
東
字
周
回
・
七
九
〆
l
ト
ル
、
高
さ
二
+
八
(
市
教
育
委
員
会
)

進
事
業
費
追
加
五
十
万
円
、
大
洲
喜
一

I
l
i
l
i
-
-
-
-
-
-

多

衛

生

一

事

務

組

合

負

担

金

追

加

百

三

一

一

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

一

す

る

と

き

ο

十

五

万

九

千

戸

、

失

業

対

策

事

業

費

一

家

屋

評

価

で

実

施

調

査

中

一

手

つ

し

た

作

業

を

昨

年

の

八

月

吉

一

ま

た

、

火

災

や

そ

の

他

の

災

害

な

ど

愛

媛

県

襲

で

は

、

昭

和

四

十

二

年

追
加

Eハ
万

二

千

円

、

愛

媛

県

信

一

一

本

年

末

ま

で

に

字

す

る

計

画

て

み

一

で

出

動

し

て

い

る

と

き

に

救

急

の

要

請

四

月

一

日

に

採

用

す

5
警
察
官
存
募
集

用
保
一
祉
協
会
出
援
金
三
十
五
万
円
、
一
市
税
務
課
で
は
、
家
屋
に
対
す
る
国
一
そ
の
価
格
は
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
一
な
さ
ん
mr
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
一
が
あ
っ
た
と
き
は
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
中
で
す
。
明
る
い
郷
土
を
つ
く
る
た
め

奇
紹
介
の
絵
警
印
刷
費
四
十
万
一
定
資
産
税
の
霊
の
基
礎
に
用
い
る
亙
っ
て
評
価
し
、
決
定
し
ま
す
。
し
た
か
ま
す
。
今
後
と
も
制
査
に
ご
協
力
く
だ
一
に
警
察
パ
ト
カ
ー
に
救
急
を
依
頼
し

J

に
は
、
あ
な
た
の
若
い
力
と
主
義
察

円
、
道
襲
撃
量
四
百
九
十
五
害
事
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
一
っ
て
固
定
資
産
の
一
部
で
あ
る
室
一
さ
る
よ
一
ヲ
お
願
い
い
た
し
子
。
一
す
。
謀
議
官
連
絡
す
る
)
ま
一
必
要
で
す
。

円
、
都
市
計
画
調
査
萎
託
料
六
十
万
一
固
定
資
産
税
を
課
税
す
る
に
は
、
算
一
に
つ
い
て
も
、
家
屋
の
固
定
資
産
評
価
一
ま
た
調
査
に
あ
た
て
は
前
も
っ
た
救
急
守
孝
行
な
ぞ
レ
る
と
き
に

r

i

l

i

-

受
験
資
格
、
手
続
き
軍
技
の
と

円
、
田
処
小
プ
i
ル
建
護
費
三
百
八
一
審
議
に
な
る
そ
の
固
定
資
産
省
一
基
準
に
よ
っ
て
一
む
ね
ご
と
に
再
び
主
て
地
区
長
さ
ん
を
通
じ
、
地
域
の
み
な
一
火
災
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、
残
り
石
川
ま
つ
り
花
火
大
会
竺
お
り
で
す
が
、
大
学
、
短
大
至
言

十
九
万
円
、
市
中
垣
間
線
道
路
災
害
ケ
格
差
め
な
す
れ
ま
な
り
ま
せ
ん
が
、
一
蓄
を
算
定
し
、
そ
の
家
屋
の
経
過
年
一
さ
ん
に
予
定
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
主
の
置
と
消
防
団
が
J

初

期

消

火

に

あ

た

高

一

一

給

与

、

書

、

左

苫

で

優

過

ぎ

れ

一

l

l

-

数
に
応
じ
て
適
正
な
価
格
を
算
出
す
る
一
り
ま
す
。
一
り
、
救
急
隊
立
業
務
を
す
ま
せ
て
災
害
百
八
月
一
一
一
日
(
水
)
盟

剛

一

l

一

一

第

二

田

市

民

た

ら

い

競

技

、

山

一

て

い

ま

す

。

の

そ

れ

に

従

事

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

石

川

一

日
大
洲
音
頭
大
会
、
か
が
り
火
w
一

O
採
用
予
定
人
員
約
七
十
名

ご

不

便

を

か

け

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

石

町

一

一
品
燃
し
、
花
火
大
会
、
七
夕
か

E

O
年
令
十
八
歳
か
一
同
二
十
五

が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
惨
さ
り
大
会
、
噴
水
、
ワ
飼
町
歳
ま
で
の
男
子
。
た
だ
し
、
閉
春

し

ま

す

。

一

一

八

月

四

日

(

木

)

一

一

高

校

卒

業

見

込

み

の

者

は

、

十

八

(
消
防
本
部
)
石
第
二
回
た
ら
い
競
技
、
か
が
些
歳
未
満
で
主
義
で
き
ま
す
。

一
円
り
火
燃
し
、
花
火
大
会
、
七
町
一

O
学
力
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
円

一
品
タ
か
ぎ
り
大
会
、
噴
水
、
ワ
w
一
が
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
必
『

!
l
i
l
i
-
-
-
-

一

菌

、

立

要

で

す

。

一

一
い
欄
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み

τ
t
t
t
t
i
l
l
3
3
1
1一
O
受
付
期
間
七
月
十
百
(
月
一

人
一
な
さ
ん
方
に
十
分
見
て
い
一
女
性
の
ひ
と
り
歩
き
一

)
i八
月
十
五
日
(
月
)
一

級

た

だ

く

よ

っ

本

月

三

十

日

一

は

や

め

よ

う

}

一

o富
試
験
八
月
二
十
百
(
一

L
ヘ
鰍
(
前
十
時

t
後

三

時

)

に

一

一

一

一

:

一

あ

な

た

を

痴

漢

か

ら

守

る

十

力

条

一

日

)

!

西

条

市

、

松

山

市

、

宇

和

@

九

二

般

公

開

す

一

一

一

ノ
f

そ

一

①

自

に

あ

ま

/

ま

つ

な

解

放

的

な

服

一

島

市

一

、

ヤ

ヘ

り

ま

し

た

の

で

、

多

数

ご

一

一

一

概

Z苑
く
だ
さ
い
。
一
装
は
慎
し
む
。
一
尚
一
く
わ
し
い
こ
と
は
、
近
く
皇
室
署
一

瞬
級
王
、
六
月
二
十
日
か
一
審
お
ど
り
や
夏
祭
り
に
出
か
け
る
一
長
は
派
出
所
、
駐
在
所
で
お
尋
ね

賜
機
降
り
利
用
者
の
予
約
申
し
込
一
と
き
は
、
誘
い
あ
わ
せ
て
み
ん
な
で
行
一
く

f
i
m
ぃl
i
l
i
-
-

一

鯛

線

灘

み

の

受

付

中

で

す

。

一

一

十

一

く

。

一

一

鱒
鰯
日
ま
で
は
市
役
所
国
員
一
③
夜
道
は
、
た
と
え
遠
回
り
に
な
っ
一
八
月
一
日
が
納
期
一

鱒
機
宿
舎
係
、
そ
れ
以
後
は
国
一
て
も
人
家
の
あ
る
間
る
い
道
を
選
ぶ
。
ア
所
得
税
第
一
期
分

l
一

関

麟

麟

輔

氏

宿

舎

大

洲

帆

龍

苑

へ

一

一

一

輔

麟

鶴

一

④

夜

の

ひ

レ

ど

り

渉

き

は

さ

げ

る

。

一

一

輔

繍

麟

(

電

話

一

ニ

、

=

ニ

三

)

一

一

八

月

一

日

は

所

得

税

方

一

期

分

の

納

一

輔

輯

鶴

一

⑤

き

ま

っ

た

時

間

に

家

に

帰

る

よ

う

一

一

鵬

醐

鶴

マ

利

用

料

金

一

。

、

王

っ

こ

一

期

で

す

。

一

麟
輔
君
、
二
食
付
)
一
般
一
に
つ
と
め
る
も
し
お
そ
く
f

f
一
七
月
一
円
か
ら
、
昭
和
四
十
一
年
分
F

輯
瞳
九
百
円
、
中
学
生
七
百
一
と
き
は
、
家
に
連
絡
す
る
。
一
所
得
税
の
主
期
分
予
定
納
税
が
は
じ
同

円
、
小
学
生
六
百
五
十
円
一
⑥
変
な
男
か
ら
誘
い
か
け
ら
れ
た
と
ま
っ
て
い
ま
す
。
六
月
十
五
日
ま
で
に
押

(
休
憩
l
三
時
間
ま
で
)
一
き
は
、
は
っ
き
り
と
こ
と
わ
る
(
相
手
一
税
務
暑
か
ら
通
知
さ
れ
た
予
定
納
税
額

個
室
l
一
警
円
、
中
学
生
七
十
豆
が
年
少
者
で
あ
っ
て
も
油
断
は
議
)
一
を
八
月
百
(
七
月
三
十
百
が
円
躍

円
、
小
学
生
六
十
円
寸
I
l
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
-
一
日
の
た
め
)
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば

広
間
l
一

般

五

十

円

、

中

学

生

三

土

本

月

の

納

税

す

ま

芝

。

五
円
、
小
学
生
三
十
円
一
固
定
資
産
税
(
二
期
)
一
納
付
の
方
法
と
し
て
は
振
替
納
税
が

個
室
、
広
聞
と
も
三
時
間
を
こ
え
る
国
民
健
康
保
険
税
(
二
期
こ
大
へ
ん
便
利
で
す
。

と
一
時
間
錯
す
ご
と
に
五
割
増
し
と
八
月
の
納
税
く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署
へ
お
問
い

な
り
ま
す
。
写
真
は
完
成
近
い
宿
舎
L

市
県
民
税
(
二
期
)
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
大
捌
科
務
署

児
童
館
に
四
百
万
円

サ官

田

保

育

所

の

新

築

も

七
月
の
定
例
市
議
会
は
、
五
日
か
ら
八
日
ま
で
の
四
日
間
で
聞
か
れ
、
児
童
館
健
設
費
そ
合
む
一
般
会
計
補

正
予
算
、
上
水
道
と
国
民
宿
舎
事
業
の
特
別
会
計
、
そ
の
ほ
か
条
例
な
ど
十
五
議
案
と
請
願
陳
情
四
十
六
件
を

審
査
、
そ
の
結
果
、
財
産
の
無
償
貸
付
を
一
部
修
正
可
決
し
た
ほ
か
全
議
案
を
原
案
可
決
、
請
願
陳
情
は
採
択

と
不
採
択
、
そ
れ
に
継
績
審
査
と
す
る
こ
と
を
き
め
ま
し
た
。

s、
教
師
代
表
h2?十
二
卓
也
か
「
青
少

一
年
を
こ
の
よ
-
つ
に
守
っ
て
ほ
し
い
、
守

一
る
つ
」
と
三
分
間
の
持
時
計
で
活
発
に

一
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

一
お
も
な
も
の
は
O
親
と
予
の
話
し
あ

一
ぅ
、
接
す
る
時
間
が
ほ
し
い

O
の
び

一
の
び
と
し
た
遊
び
場
が
ほ
し
い

O
お

一
と
な
が
糧
導
で
き
る
よ
う
な
行
動
を
と

一
っ
て
ほ
し
い

O
小
さ
な
事
柄
で
も
聞

一
い
て
ほ
し
い

O
青
少
年
の
意
見
を
尊

一
重
し
て
ほ
し
い

O
社
会
環
境
ヰ
整
備

一
す
べ
き
だ

O
必
妥
以
上
の
金
を
持
た

一
せ
な
い

O
不
幸
な
人
に
は
暖
か
い
愛

一
情
で
援
す
べ
き
だ

O
小
さ
な
い
つ
わ

一
り
が
大
き
な
罪
を
つ
く
る

O
親
の
週

一
去
か
ら
子
ど
も
に
ま
で
白
い
目
で
見
な

一
い
ょ
っ
に

O
不
同
一
伯
、
交
通
事
故
防

一
止
は
社
会
人
の
心
が
一
つ
に
な
る
こ
と

一O
愛
護
班
活
動
を
通
じ
て
青
少
年
手
守

一
っ
て
や
り
た
い

O
体
力
づ
く
り
に
施

一設

ω設
霞
を

O
親
か
遠
く
ま
で
働
き

一
に
出
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

市
青
少
年
問
題
協
議
会
、
同
防
犯
協
一
い
l
ー
な
ど
の
意
見
で
し
た
が
、

rく四

一
二
一
行
に
走
る
友
だ
ち
を
つ
く
ら
な
い
、
不
一
す
る
た
め
「
青
少
年
を
守
る
運
覇
を
強

会
、
大
洲
替
察
署
主
催
の
分
一
回
「
青
一
こ
児
章
生
徒
カ
ら
お
と
な
や
親
に
f
一

一

一
一
良
映
画
や
不
良
雑
誌
は
見
な
い
、
よ
く
一
力
に
す
す
め
、
有
害
な
環
境
を
な
く
し

少
年
を
守
る
一
意
見
発
表
大
会
」
は
犯
罪
一
い
し
て
の
注
文
や
意
馬
か
多
く
、
会
場
一
一

一
一
な
い
遊
び
も
し
な
い
、
交
通
や
水
の
事
一
遊
び
場
、
健
全
な
娯
楽
施
設
の
実
現
、

O
の
日
の
五
日
、
市
公
会
堂
で
聞
か
れ
一
の
人
た
ち
も
こ
れ
に
う
な
づ
い
て
い
ま
一
一

再

小

、

中

、

震

三

十

校

代

表

の

児

了

た

。

一

撃

起

し

た

り

、

ひ

と

に

迷

惑

を

か

け

一

葬

ω阜
期
発
見
と
旦
需
導
、
事
故

一
一
な
い
で
、
常
に
自
分
自
身
を
か
え
り
み
↑
の
防
止
に
つ
と
め
、
問
る
く
楽
し
い
家

輩

、

生

徒

や

婦

人

会

員

、

愛

護

班

員

、

一

つ

づ

い

て

青

少

年

の

代

表

が

、

両

親

一

一

地
区
長
、
青
年
団
員
、

V
Y
S会
員
ら
一
塁
会
の
人
々
に
心
配
か
け
な
い
よ
っ
一
て
は
ず
か
し
く
な
い
行
動
を
と
り
、
人
一
庭
づ
く
り
に
努
力
す
る
」
こ
と
を
申
し

八
百
人
が
警
り
、
小
、
中
、
高
校
、
国
家
の
将
来
を
に
な

Z
い
社
会
入
と
一
格
の
向
上
に
つ
と
め
る
」
と
、
ま
た
お
一
合
わ
せ
ま
し
た
。

勤
労
青
年
、
婦
人
会
、
愛
護
班
、

V
Y
一
な
る
た
め
、
「
お
五
い
に
助
け
あ
い
非
一
と
な
の
代
表
は
青
少
年
を
健
全
に
育
成
一

一
般
会
計

五
千
八
百
万
円
を
補
正

広 幸

F= 
E空間重量凡さ
:詰

八
万
円
、
庁
舎
な
ど
維
持
修
繕
費
七

十
三
万
円
、
帝
京
短
大
・
帝
京
幼
稚

園
設
置
備
助
金
百
十
万
二
千
円
、
永

久
選
拳
人
名
簿
作
成
費
六
十
万
円
、

菅
田
保
育
所
新
築
費
凡
百
万
円
、
児

童
館
新
築
費
四
百
二
十
二
万
五
千
円

救
護
施
設
幸
楽
園
建
設
事
業
補
助
金

四
十
一
万
六
千
円
、
大
洲
学
一
国
費
追

『親と子の時聞がほしい』

びした遊び場も

青少年を守る意見発表大会で訴える

びのの

。各代表の卒直な意見や要望に聞ぎ入る人たち

大
洲
局
(
電
)
一
一
九
番
へ

O
救
急
車
が
利
用
で
き
る
一
の
は
一

例
、
霊
六
件
通
事
故
、
労
務
災
害
、
水
面
白
、
一
般
公
開

難
事
故
、
落
石
な
ど
の
災
害
に
一
八
月
開
業
の
国
民
宿
舎

よ
る
傷
病
者
。
②
公
道
上
や
公
一

園
公
会
堂
な
ど
公
衆
の
出
入
す
一
亀
山
公
園
に
建
設
中
の
国
民
宿
舎
n

る
場
所
で
の
傷
病
者
。
③
急
病
一
大
洲
臥
曹
守
は
い
よ
い
よ
八
月
一
日

人
で
医
師
の
指
示
に
よ

nタ
ン
一
か
ら
開
業
す
る
こ
と
広
な
り
ま
し
た

カ
で
輸
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
一
宿
舎
で
は
、
開
業
に
さ
き
立
ち
、
建
設

救
急
車
は
"

九
番
“
ヘ

消
防
本
部
、

業
務
は
じ
め
る

最
近
交
通
事
を
は
じ
め
事
故
が
多
い

こ
と
か
ら
、
市
消
防
本
部
で
は
か
ね
て

救
急
業
務
の
併
設
を
検
討
し
て
い
ま
し

た
が
、
本
月
業
務
開
始
に
ふ
み
き
り
ま

し
た
。こ
の
救
急
の
業
務
は
、
専
門
の
救
急

隊
の
編
成
で
行
な
つ
の
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
も
従
来
の
消
防
署
の
機
静
佐
そ

こ
な
わ
な
い
程
度
で
あ
わ
せ
行
い
、
救

急
車
に
は
消
防
本
部
の
指
揮
者
(
タ
ン

カ
一
台
を
積
む
)
を
、
ま
た
そ
の
業
務

に
は
消
防
職
員
が
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

救
急
に
あ
た
っ
て
は
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

O
救
急
車
を
必
要
と
す
る
と
き
の
呼

出
し
、

い
と
き
Q

④
そ
の
他
緊
急
を
要

タ
プ
ノ
キ
の
群
生

⑦
夜
間
は
、
で
き
る
一
だ
け
携
帯
ブ
ザ

ー
な
ど
の
防
犯
器
具
手
持
つ
よ
う
に
す

る。
⑧
知
h

り
な
い
男
か
h

り
自
動
車
に
乗
る

よ
う
誘
わ
れ
で
も
、
乗
車
し
な
い
b

〈

顔
見
知
り
の
男
で
も
、
時
と
所
に
よ
っ

て
は
乗
車
し
な
い
よ
-
つ
に
す
る
)

⑨
男
に
後
を
つ
け
ら
れ
た
り
、
い
た

す
り
や
乱
暴
を
さ
れ
そ
一
つ
な
と
き
は
、

遠
慮
せ
ず
に
通
行
人
や
近
く
の
家
に
助

け
を
求
め
る
。

⑬
も
し
、
不
幸
に
し
て
被
害
を
受
け

た
と
き
は
、
芳
二
、
芳
三
の
被
害
者
を

出
さ
な
い
た
め
に
も
、
勇
気
を
出
し
て

警
察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

(
醤
察
ス
ポ
ッ
ト
)

警
察
官
募
集
中
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①
ね
ら
い

本
紙
五
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
N

稲
作
の
一
割
増
産
μ

を

め
ざ
し
て
大
洲
推
進
部
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
こ
の
運
訪
の
授
術
面

の
指
導
を
ね
が
-
つ
農
業
改
良
普
及
所
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

日

ま
ず
儀
由
民
国
開
輔
健
在
選
ぶ

米

の

1 5 昭和 41年 7月

市
の
農
業
総
生
限
額
の
う
ち
、
稲
作

の
占
め
る
割
合
は
大
き
く
、
農
業
経
営

上
の
基
幹
作
回
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
稲

作
の
生
産
増
強
対
策
を
行
な
つ
こ
と
は

食
慢
の
確
保
と
民
家
所
得
の
増
大
を
は

か
る
つ
え
に
大
へ
ん
重
要
で
あ
り
ま
す

し
か
し
、
最
近
の
農
業
労
働
力
の
流
出

兼
業
農
家
の
漸
増
、
作
付
而
積
の
減
少

稲
作
に
対
す
る
熱
伝
の
低
下
な
ど
で
米

の
生
市
内
佳
作
印
し
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
大
洲
市
で
は
げ
米
の
一
割
増
収

μ

を
目
標
に
以
の
よ
う
な
技
術
対
策
手

講
じ
、
稲
作
安
定
多
奴
運
動
不
強
力
に

事鱗

割

増

産

~ 

推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
o

②
運
動
の
期
間

四
十
一
年
と
四
十
二
年
の
ニ
カ
年

③
生
産
の
目
標

下表一

ωし
に
お
り
で
す
。

④
技
術
的
対
策

し
優
良
品
種
の
普
及

優
良
品
種
を
選
ん
で
(
一
ニ
十
%
の

種
子
更
新
を
一
合
む
)
栽
培
す
る
。

フ
山
地
力
の
増
強

施
肥
の
合
理
化
と
た
い
き
ゅ
-
つ
肥

(
堆
厩
肥
)
ケ
イ
カ
ル
@
ヘ
イ
ロ

サ
イ
を
続
け
て
加
す
。

ー
栽
植
密
度
の
増
加

球3え

%
で
す
。
つ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
内
に
終
ア
し
た
も
の
二
四
%
で
、
一

が
自
分
自
身

ωカ
で
、
家
厄
裁
判
所
件
あ
た
り
の
平
均
審
照
射
聞
は
三
、

を
利
用
し
て
問
題

ω解
決
を
は
か
ろ
七
か
月
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

理
し
て
い
る
か
、
そ
の
状
況
を
最
近
行
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
で
も
こ
の
種
事
件
は
人
び
と
の
日
常

な
っ
た
実
態
調
査
(
全
国
)
の
結
果
に
ま
た
、
市
立
の
手
続
き
子
面
倒
に
思
生
前
そ
の
も
の
に
結
び
つ
い
て
い
る

家
庭
裁
判
所
で
取
り
扱
う
い
ろ
い
ろ
も
と
づ
い
て
絹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
の
う
人
が
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
と
こ
ろ
か
ら
、
審
理
は
で
き
る
か
き

な

事

件

の

う

ち

、

質

量

と

も

に

い

ち

ば

①

事

件

の

受

付

家

庭

裁

判

所

で

は

相

談

か

ら

調

停

の

り

迅

速

に

行

な

わ

れ

る

よ

う

常

に

留

ん
大
き
な
出
F
を

占

め

て

い

る

の

は

、

「

夫

婦

聞

の

紛

争

事

件

」

と

い

っ

申

立

ま

で

一

貫

し

て

問

題

解

決

の

た

意

し

て

お

り

ま

す

。

夫

婦

聞

の

紛

主

在

日

で

す

。

最

近

数

年

て

も

、

そ

の

解

決

方

法

に

つ

い

て

は

制

調

停

に

よ

る

結

果

問

、

会

国

で

の

離

婚

の

総

数

は

毎

年

七

人

に

よ

っ

て

い

ろ

い

ろ

な

希

望

を

も

自

分

で

で

量

る

手

続

家

庭

訪

所

で

の

調

停

の

結

果

は

万
組
前
後
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
の
変
化
っ
て
い
る
も
の
で
す
o
今

回

の

調

査

調

停

が

成

立

し

た

も

の

四

七

%

、

不

持

r
み

せ

て

い

ま

せ

ん

が

、

こ

の

種

事

件

で

は

、

離

婚

を

希

望

す

あ

も

の

七

六

審

理

は

三

カ

月

で

成

立

に

終

わ

っ

た

お

二

二

%

、

取

が

家

庭

裁

判

所

に

も

ち

こ

ま

れ

る

別

合

弱

、

円

満

調

印

出

を

希

望

す

る

も

の

り

下

げ

そ

ω他
四
O
%
と
な
っ
て
い

は
牛
々
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
一
七
%
、
生
活
資
な
ど
を
手
請
求
す
る
②
簡
易
な
手
続
め
に
助
言
一
や
、
指
導
を
し
て
お
り
ま
ま
す
。
こ
れ
を
桝
決
の
結
果
別
に
み

け
家
庭
裁
判
所
に
対
す
る
由
民
の
期
待
も
の
七
%
と
な
っ
て
お
り
、
離
婚
事
家
庭
裁
判
所
の
特
色
と
し
て
、
手
ず
か
ら
、
気
軽
る
に
お
い
で
く
だ
さ
て
み
ま
す
と
、
成
立
に
な
っ
た
も
の

が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
作
が
非
情
に
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
続
の
筒
弓
性
と
い
う
こ
と
が
第
一
に
い
の
う
ち
、
円
満
解
決
一
四
%
、
離
婚

ま
す
の
で
、
家
庭
裁
判
所
で
も
常
に
事
す
。
し
か
し
、
な
か
に
は
一
時
の
感
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
家
庭
裁
判
所
の
手
③
迅
速
な
港
出
七
五
町
折
、
別
居
一
O
M
に
与
っ
て
お

件
川
川
」
理
の
万
へ
に
交
期
し
て
い
る
わ
け
で
情
に
か
ら
れ
て
離
婚
を
主
張
す
る
人
続
は
、
原
則
と
し
て
本
人
が
出
頭
す
家
区
裁
判
所
に
事
件
の
申
立
平
一
し
り
、
ま
た
、
取
り
下
げ
に
な
っ
た
も

す
。
も
お
り
ま
す
の
で
、
家
庭
裁
判
所
で
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査
の
て
か
ら
終
了
す
る
ま
で
の
審
問
問
問
の
の
う
ち
、
四
一
%
も
が
円
前
解
決

そ
こ
で
、
今
日
、
今
国
暴
露
詰
婚
の
申
立
か
あ
っ
た
湯
合
で
も
車
で
は
、
弁
護
士
を
依
頼
し
て
い
は
、
三
か
月
以
内
に
終
了
し
た
も
U

し
て
お
り
ま
す
。

判
一
附
が
こ
の
種
事
件
を
ど
の
よ
う
に
処
そ
の
ま
、
前
婚
事
件
と
し
て
受
け
付
る
ケ
l
ス
は
、
全
体
の
わ
ず
か
一
O
六
二
一
%
、
三
か
月
を
こ
え
六
か
円
以
同
併
決
の
結
果
に
影
叫
け
す
る
諸
事
情

す樹

央
婦
聞
の
紛
争
事
件

歩~

コ

第 125号

品
種
聞
に
差
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

三
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
四
十
F

四
十
五
枚
の
も
の
を
五
十
か
"
り
六
十

株
程
度
に
引
き
あ
げ
る
。

ι
水
の
管
理
の
適
正
他

土
じ
よ
う
の
透
水
性
の
改
良
と
か

ん
排
水
の
改
苦
で
稲
の
根
悶
れ
を
防

ぐ。丘
病
室
虫
防
除
の
合
理
他

(4) 

け
る
の
で
は
な
く
、
印
立
人
の
真
意

を
十
分
確
か
め
た
う
え
で
、
断
婚
の

決
意
が
あ
い
ま
い
な
場
合
は
「
夫
婦

関
係
の
調
整
事
件
」
と
し
て
受
け
付

け
、
当
事
者
同
志
が
調
停
の
は
じ
め

か
ら
剖
踏
話
を
し
て
円
満
な
解
決
の

可
能
性
を
見
失
な
っ
て
し
ま
守
つ
こ
と

の
な
い
よ
っ
配
慮
し
て
い
ま
す
。

金年とマスコミ

少年の不良化について、 「ヤレ映
画が悪い、デレビがいけない1とい
われている。しかし、テレビや映画

を見る少年が、全部不良になるわけ
ではない。

ここが親の考えどころ。自分の、
こどもミは、白分がしつけなくては

ぜひ注意してやりたいこと

海水浴、キャンプ、長iとなど野外
活動は健康で若手しいもの。しかし、
酒やタバコを覚えたり不純なピンク
遊戯と、非行や不良化への第一歩も
こんなとき。

友人関係には、 十分気をつけてや
りたいもの。

これが紛のオヤたるユエン。

代
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
次
方
に
そ
こ
か
ら
人
放
り
っ
ぱ
な
し
の
受
一
罰
穏
ー
ー
そ
の
も
う
一
度
よ
く
確
認
し
て
お
く
こ
と
。
一
ば
り
し
ま
す
し
、
せ
ん
た
く
mu時
、
ょ

間
の
個
性
的
な
部
分
を
減
ら
し
て
ゆ
き
す
ぐ
そ
ば
で
は
、
昨
日
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
そ
れ
か
ら
受
話
器
を
と
る
前
に
メ
モ
す
一
ご
れ
が
よ
く
お
ち
ま
す
。

ま
す
o

の
話
し
が
は
じ
ま
り
一
ま
す
。
当
出
か
け
る
こ
と
。
そ
し
て
内
容
存
よ
く
整
理
し
一
手
ぬ
ぐ
い
は
、
家
族
ひ
と
り
ひ
と
り

官

開

館

電

話

も

ま

た

、

近

代

伯

の

最

先

端

を

で

き

た

人

の

耳

に

は

す

べ

て

つ

つ

ぬ

け

て

お

く

、

こ

う

す

る

と

通

話

の

能

去

の

専

用

を

き

め

て

お

き

ま

し

ょ

っ

。

日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
一
現
在
テ
レ
ホ
ン
寺
代
ζ

い
え
ま
し
ゅ
兵
器
で
す
。
し
か
し
、
署
員
あ
げ
く
の
は
て
に
は
無
責
任
な
さ
フ
イ
非
常
に
高
め
ま
す
。
話
し
の
内
容
を
と
の
病
気
や
赤
痢
な
ど
を
伝
染
さ
せ
る
原

た
だ
し
、
日
曜
日
は
午
前
十
時
か
一
ょ
う
o

喜
に
、
オ
フ
ィ
ス
に
、
普
械
化
さ
れ
て
ゆ
く
含
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
回
し
を
し
て
お
客
さ
ま
を
怒
り
せ
て
し
モ
に
ま
と
め
る
に
は
、
五
ツ
品
、
ニ
因
昨
日
目
け
い
に
合
成
繊
維
わ
た

ら
午
後
三
時
ま
で

τ
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
生
活
に
電
話
中
に
あ
っ
て
人
間
と
人
間
量
援
に
結
ま
っ
。
ッ
の
耳
に
あ
て
は
め
て
み
て
く
だ
さ
い
一
で
で
き
て
い
る
ふ
と
ん
が
、
由
っ
て

沼

ヨ

一

は

な

く

て

は

な

ら

な

い

存

在

で

す

。

い

っ

、

ど

こ

で

、

何

の

た

め

に

、

何

互

い

ま

す

。

打

ち

直

し

の

必

要

が

な

く

、

町

月

曜

日

一

し

か

し

あ

ま

り

に

も

当

然

す

ぎ

る

存

在

人

間

と

人

聞

を

結

ぶ

ど

の

与

つ

に

し

て

i
!と
い
う
わ
け
で
一
軽
く
て
、
丸
洗
い
も
で
き
ま
す
。
た
だ

兄

祭

日

一

で

あ

る

た

め

、

か

え

っ

て

「

タ

カ

が

電

す

。

一

湿

気

設

わ

な

い

の

で

警

さ

ん

に

⑤

組

織

育

成

と

指

導

一

目

立

品

開

訂

正

当

の

多

い

早

く

、

正

確

に

、

感

じ

よ

く

、

七

百

三

軒

町

長

官

活

L

部
落
生
直
集
団
の
育
成
指
導
一
き
な
か
っ
た

B
Fで
す
。
こ
ん
ご
一
現
代
の
社
会
人
に
と
っ
て
「
電
話
を
び
つ
け
る
た
だ

2
つ
の
機
械
で
す
。
や
は
り
一
電
話
を
使
い
こ
な
す
に
は
、
ダ
イ
ヤ
レ
立
国
目

tv引
で
確
実
二
回
一
む
し
暑
い
日
に
は
、
空
ば
り
し
た

Z

集
団
語
、
苦
信
託
な
ど
の
一
も
で
き
る
か
ぎ
り
同
意
の
た
よ
り
を
一
使
い
こ
手
」
こ
え
云
い
か
え
れ
ば
声
だ
け
で
私
た
ち
は
、
そ
の
人
間
と
そ
基
本
的
汗
ナ
ー
か
ら
と
い
う
の
が
順
し
、
も
ど
れ
と
き
は
指
を
は
な
し
引
く
一
日
日
向
叫
日
山
訪
れ

育
成
指
導
一
し
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
と
く
一
霊
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
不
の
会
社
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
と
り
ま
序
の
よ
;
す
。
電
話
の
じ
よ

2
ま

だ

さ

い

。

一

片

寄

り

手

。

予

て

か

ら

だ

の

草

子
制
作
省
力
苦
手
農
機
具
便
一
に
子
ど
も
さ
ん
方
の
夏
休
み
利
用
に
ど
一
司
欠
な
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
o

す
。
一
父
換
の
ほ
う
は
女
性
が
よ
ろ
し
い
か
け
吉
よ
り
阜
一
く
、
よ
り
正
確
に
、
(
つ
づ
く
)
ず
の
お
ち
る
と
き
こ
そ
、
主
の
こ
と

用
展
示
ほ
の
設

E霊
露

呈

う

ぞ

十

い

|

|

[

|

一

「

電

話

を

制

す

る

も

の

は

よ

う

で

す

。

気

持

ち

の

良

い

廃

合

は

聞

よ

り

感

じ

よ

く

、

こ

れ

が

一

ニ

ツ

の

基

本

一

を

十

分

考

え

た

主

主

し

上

っ

て

く

機

、

筒

量

昌

法

、

草

芸

品

、

一

一

ビ

ジ

ネ

ス

を

制

す

る

」

い

た

ほ

う

も

百

中

気

分

が

よ

く

な

る

で

す

。

そ

れ

で

能

率

的

な

か

け

方

は

、

一

だ

さ

い

。

刈
取
機
な
ど
の
実
験
展
示
)
一

l
開
眼
運
動

i

一
機
械
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
欝
話
、
現
も
の
で
す
o

居

需

を

す

る

前

に

よ

く

相

手

の

番

号

を

一

夏

は

臼

が

長

い

た

め

夕

食

が

お

そ

く

以
上
の
事
項
査
強
力
に
支
章
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
l

一
な
り
が
ち
で
す
。
寝
言
聞
が
お
そ
く

し

た

い

考

え

で

す

。

会

査

と

厚

生

相

談

一

は

八

月

十

五

日

ま

で

に

市

i一
耳

障

害

者

同

こ

の

さ

の

が

覇

調

盤

盤

一

朝

早

い

と

い

う

告

は

、

iく

i

E

1

E

F

一
か
連
絡
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
さ
な
い
き
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
議
認
識
削
饗
盛
一
す
る
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
語
は

こ
の
た
び
日
宮
中
谷
眼
科
部
長
を
一
課
柔
片
二
十
三
日
(
火
)
大
洲
市
一
こ
の
重
量
生
相
昔
、
と
く
に
一
O
対
署
耳
障
害
者
一
麟
麟
麟
麟
機
麟
麟
盤
)
く
に
過
労
に
な
り
ま
ず
か
ら
十
分
注

一

一

一

一

開

問

機

際

隠

樋

臨

臨

臨

属

鹿

器

庫

臨

陸

瞬

陸

一

意

し

て

く

だ

さ

い

。

迎
え
て
、
視
力
望
者
の
重
量
生
一
公
会
堂
で
行
な
い
ま
す
。
言
希
望
者
一
失
問
者
や
高
度
の
視
力
障
害
者
で
視
力
一
と
く
に
白
内
障
の
方
は
一
日
光
浩
一
安
く
て
栄
養
価
の
高
い
査
定
べ

I
l
l
l
u
u
u
H

一

回

復

の

見

込

み

が

あ

ろ

方

に

た

い

し

て

一

開

眼

可

能

と

さ

れ

て

い

一

一

一

一

一

日

光

浴

は

健

康

に

よ

い

と

い

う

こ

と

一

ま

し

ょ

っ

。

大

一

尽

に

は

た

ん

ぱ

く

一

質

や

ま
の
結
果
に
ど
ん
な
事
情
喜
一
そ
の
費
用
手
援
助
す
る
な
ど
、
人
間
生
ま
す
の
で
受
ぞ
て
く
一
は
、
確
か
で
す
。
一

Eを
た
く
芝
含
ん
で
い
ま
す
。
そ

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
み
て
み
ま
一
力
開
発
の
立
蕩
か
ら
、
み
な
さ
ん
品
川
一
だ
さ
い
。
一
日
当
た
り
の
悪
い
場
所
で
は
、
車
や
一
の
ま
ま
食
べ
る
と
消
化
が
思
レ
の
て

す
と
、
芳
一
に
、
子
ど
も
が
な
か
っ
一
を
守
り
、
問
る
い
社
会
宿
泊
認
の
一
助
と
一
O
受
診
量
用
無
料
で
す
。
一
木
も
ろ
く
ろ
く
生
長
し
な
い
し
、
動
生
煮
た
り
(
消
伯
率
六
三
%
て
き
J

き

た
り
少
な
か
っ
た
り
す
る
夫
婦
な
い
一
す
る
た
め
に
行
な
う
も
の
で
す
。
一
く
わ
し
い
こ
と
は
福
祉
事
務
所
へ
。
一
実
険
た
ど
で
も
、
日
光
に
当
て
な
い
で
一
(
同
九
三
%
)
、
と
つ
ふ
(
同
九
六
%

し

は

婚

姻

期

聞

の

短

い

夫

婦

ほ

ど

旦

ー

l

l

一
飼
っ
た
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
は
、
一
帯
に
飼
一
)
て
た
ベ
て
く
だ
さ
い
。

婚

し

て

し

ま

っ

割

合

ョ

多

い

こ

と

で

一

一

っ

た

そ

れ

よ

り

も

、

皇

室

分

し

か

一

夏

ま

け

を

ふ

せ

ぐ

に

は

、

ビ

タ

ミ

ン

一

放

送

を

く

ら

し

に

生

か

そ

う

了

、

っ

た

な

ど

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

o

一

C
2い
野
菜
、
く
だ
も
の
の
生
害

す

苦

か

ら

「

子

は

か

す

が

い

」

と

い

一

一

f
Mこ
ろ
が
、
人
体
の
場
合
、
た
し
か
一
お
す
す
め
し
ま
す
o

た
ま
ご
、
牛
乳
、

わ

れ

て

い

る

こ

と

や

結

宮

古

が

夫

一

日

お

す

す

め

番

組

H

τ
日
光
浴
は
よ
い
が
、
な
ぜ
よ
い
か
と
一
肉
、
魚
は
、
ぜ
い
た
く
な
よ
う
で
よ
世
間

柄

一

一

人

の

生

が

い

を

通

じ

て

の

努

力

一

一

い

う

こ

と

に

な

る

と

、

ま

だ

ま

だ

わ

か

一

気

し

て

寝

こ

む

よ

り

ど

れ

ぐ

ら

い

得

か

に

よ

っ

て

築

か

れ

て

い

く

も

の

で

あ

一

-

一

つ

て

な

J
)と
だ
ら
け
だ
と
い
い
ま
す
一
わ
か
り
ま
せ
ん
。

一
現
代
は
マ
ス
コ
ミ
の
時
代
と
い
わ
れ
一
乳
児
か
ら
幼
児
へ
の
成
長
の
過
程
一
〉
し
、
ー
一

る

こ

と

を

如

実

戸

い

示

し

て

い

る

と

い

一

一

一

し

カ

し

日

光

浴

ま

手

也

交

の

回

復

一

口

七

月

の

す

ま

い

と

え
ま
し
ょ
う

0
2夫
婦

同

国

一

軒

町

日

計

当

日

副

長

十

時

間

一

刀

吋

可

能

『

昨

リ

一

健

康

中
の
場
合
は
円
満
解
決
の
型
が
五
一
き
ま
し
た
o

放
送
を
く
ら
し
に
生
か
し
一
教
育
の
一
助
に
な
る
よ
う
に
構
成
し
一
ん
効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
薬
と
一
農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
い
く
ら
暑

一
%
も
あ
る
の
に
、
別
居
状
態
が
長
一

E
j
q
よ
り
明
る
く
よ
り
豊
か
な
一
て
い
主
す
。
一
話
す
れ
ば
貧
血
症
の
人
や
吉
亥
こ
も
一
く
て
も
作
業
着
を
き
ち
ん
と
着
て
マ

く
続
い
て
い
る
夫
婦
ほ
ど
そ
の
書
一
創
設
計
を
考
え
る
こ
と
は
現
代
に
生
一
「
中
学
生
時
代
」
窓
口
テ
レ
ビ
日
一
よ
い
し
、
み
ず
む
し
、
た
れ
訂
工
一
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
o

少
し
で
も
か
ら

歩
く
な
り
、
一
年
以
上
月

C
て
一
き
る
も
の
の
生
活
の
知
恵
と
い
え
ま
し
一

t
二
0

7

一一一一一

o
一
手
の
療
法
に
は
欠
か
せ
な
い
と
い
と
だ
の
具
合
が
悪
か
っ
た
り
、
器
産
後

い

る

場

合

に

は

円

満

解

決

が

七

%

に

一

さ

つ

一

一

、

H

i

-

-
ド

一

こ

と

で

す

。

一

の

お

か

き

ん

は

、

散

布

の

作

業

を

や

も
注
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
一
。
こ
れ
か
ら
毎
月
N
H
K
の
放
送
一
中
学
生
喜
つ
釈
を
長
l

一
と
も
か
く
日
光
浴
ば
よ
い
に
は
違
い
一
め
ま
し
ょ
う
。

一
番
組
の
中
か
ら
「
お
す
す
め
香
組
」
を
一
ラ
マ
形
式
で
現
代
中
学
生
の
考
え
方
一
一
夏
の
伝
染
病
に
か
川
一
コ
ぬ
よ
う
予
防

か

ら

も

、

突

婦

問

に

争

い

が

生

じ

た

一

一

一

あ

り

ま

せ

ん

が

、

度

主

9
ご
す
と
需
を
一

片
山
山
「
バ
同
討
に
れ
町
一
用
し
一
之
だ
さ
い
o

一
「
お
か
あ
さ
ん
の
勉
皇
」
蓄
テ
レ
一
日
光
浴
は
、
一
一
十
分
か
ら
四
十
分
が
一
本
製
や
日
射
病
の
予
防
に
は
、
大
き

の
初
期
症
状
の
う
ち
に
、
家
庭
裁
判
一
八
家
庭
教
育
の
し
お
り
一

E
L前
八
一
一
一
O
A
8
一
陣
て
官
時
闘
を
号
し
て
喜
一

q
Hよ
け
の
帽
子
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ

一

一

子

ど

も

の

学

校

で

の

生

活

や

勉

強

一

を

な

り

す

こ

と

が

た

い

せ

つ

。

一

所

を

利

用

し

て

円

満

な

解

決

を

は

か

↑

こ

/

〉

一

一

一

つ

ゅ

の

あ

と

始

末

は

す

み

ま

し

た

か

一

I
丸

一

を

正

し

く

理

解

し

、

家

庭

教

育

の

参

一

1
i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
J一

る

と

い

う

心

が

ま

え

が

大

切

で

あ

る

一

‘

一

ー

一

口

U
引
叶
什
l
パ
J
川
le--4
一
長
雨
で
い
た
ん
だ
家
の
内
外
手
一
よ
く
点

と
い
え
ま
す
。
一
家
庭
蓄
の
霊
性
は
い
う
ま
で
も
一
考
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
一
盛
轄
の
し
揺
り
一
一
守
、
そ
ろ
主
近
づ
く
台
風
シ
l
ズ

松
山
家
庭
裁
判
所
大
洲
支
部
一
号
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
子
ど
も
忠
一
「
テ
レ
ビ
る
つ
学
校
」
善
ア
レ
ヒ

F
れ
け
い
lい
じ
一
ン
に
そ
な
え
ま
し
ょ
う
o

た
い
し
た
こ

一
と
告
書
室
よ
く
理
解
し
な
が
ら
、
一
金
j
士
後
O
、

B
i
o
-一
O
一
口
七
月
の
衣
生
活
一
と
は
な
い
と
考
え
て
い
た
富
男
が

一
学
守
、
教
育
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
い
と
実
一
「
こ
と
ば
の
治
療
教
育
」
教
育
テ
レ
ビ
一
一
台
風
で
大
き
な
被
惇
と
な
る
こ
と
が
あ

一
裂
広
が
り
ま
せ
ん
、
放
送
は
お
か
あ
一
土
、
後
O
一
一
一
O
、
{
一

0
0

一
日
光
か
強
い
の
で
、
洗
た
く
も
の
は
一
り
ま
す
。

一

一

一

す

ぐ

か

わ

き

ま

す

。

か

わ

い

た

ら

す

ぐ

一

食

中

毒

と

赤

情

忠

直

が

同

立

ち

ま

す

一
さ
ん
万
に
す
ぐ
れ
た
指
導
の
手
が
か
り
一
「
精
神
薄
弱
児
の
た
め
に
」
ラ
ジ
オ
一
一

十

一

一

取

り

こ

み

ま

し

ょ

う

。

一

日

中

ほ

し

て

一

そ

れ

に

か

か

ら

ぬ

た

め

に

は

、

ま

ず

沢

一
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
一
芳
二
、
日
後
七

o
o
i七一ニ
C

一
お
く
F
変
色
し
て
L
ま
い
ま
す
。
も
め
一
抗
刀
の
あ
る
強
い
か
り
だ
が
必
要
で
す

一
「
幼
児
の
世
界
い
総
合
テ
レ
ビ
八
九
一

N
H
K番
組
よ
り
社
会
教
育
諒
一
ん
物
、
し
ゃ
っ
、
し
き
か
な
ど
に
は
の
一
吾
川
体
力
の
基
礎
づ
く
り
の
絶
好
期
で

一

前

一

O

三

o
l
一一

0
0

り
を
つ
け
ま
し
ょ
，
っ
。
者
て
い
て
さ
っ
一
す
。

ウ
イ
ル
ス
病
は
ウ
ン
カ
@
ヨ
コ
バ

イ
類
の
共
同
一
斉
防
除
。
臼
葉
佑
一
間
一
!
大
洲
市
立
図
書
館

l

は
苗
代
と
分
け
つ
最
応
用
に
防
除
。
一

い
も
ち
、
-
一
他
め
い
虫
は
、
共
同
二

斉

防

除

。

一

ふ
除
草
剤
の
適
正
な
使
用
、
一

p
c
p剤
の
使
用
は
魚
毒
の
心
記
一

が
あ
る
の
で
、
二
ッ
ブ
、
M
O
@
パ
一

ム
コ
ン
な
ど
粒
剤
の
適
正
な
使
用
の
一

普
及
。

大
洲
民
業
改
良
吉
及
所

こどもとアルバイト

「こ Jずかい銭がたすかるよ!などと

考える市iに、 「なぜ、こともがアノレ
ハイ卜したがるのか」を考えてろ、よ

づc

金をもうけることを覚えるという
ことは、同時に、金をつかうととを
P覚えるグことでもある。

少年のカジ取りは慎重に

はえば立て、宣ては歩めの親心そ
の子が160 7にもなると、顔にニキ
ピを出して、カタをいからせる。そ
れは、タワクでない証拠だそうな。
しかし、反抗期にある少年のカジ
淑りいかんで、その子の将来がきま
るというもの O

ビ
ジ
ネ
ス
ト
」

電

話

(
上
)

市た
内ば
でこ
は

買
い
ま
し
ょ
う


